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クス (セル境界 とセル境界の交点)の運動に注目する【5】｡ このモデルはセル境界
を直線で近似し く二次元)､セルパターンの トポロジーの変化は二つの素過程で






図 1ニワトリ角膜内皮の形成 :婿卵9日(a)､18日(b)､21日 (貯化直後)(C)







接着､ (3)各細胞の体積保存 (細胞分裂は考えない)｡ (1)を界面エネルギ
ーUsから導かれる界面張力で､ (2)を体積エネルギーUvから導かれる圧力で
表現する:
U =(EiJ〉6αβlr･-r･lS 1 J
U =∑p IV













･志 ニー∇i(Us･ Uv ) (3)
(3)式の左辺は摩擦力を表す｡摩擦係数 甲はバーテックスiから出る三本のセル境

















































の変形は全体に及ぶ｡ 充分時間が経つ と､組織は空隙を埋め尽 くした後､再び元
のようなバク- ンになる｡ この とき紳胞の平均サイズは大きくなっている｡
われわれのモデルでは､損傷部をpD=0､ 6D〉6=1の擬似セル として扱えばよい｡
図3に6D=2としてシミュレーシ ョンを行った結果を示す○初期状態は､ p=2とし
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